
氏名 中尾　和昇

学部担当科目

【必修科目】
言語文学Ⅰ（三）、言語文学Ⅱ（三）、国文学の世界、
国文学講読Ⅰ（四）、国文学講読Ⅱ（四）、国文学演習Ⅰ（五）、
国文学演習Ⅱ（五）、国文学演習Ⅲ（四）、国文学演習Ⅳ（四）
【選択科目】
国文学史Ⅲ、伝統芸能鑑賞、近世文学論

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

古典散文特殊講義（基礎）、古典散文特殊講義（応用）、近世文学特論、
近世文学演習Ⅰ、近世文学演習Ⅱ、近世文学演習Ⅲ、
近世文学演習Ⅳ、授業科目

令　和　４　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本近世文学会・日本文学協会・関西大学国文学会

曲亭馬琴を中心とする近世後期戯作と演劇の関係

・昨年度に引き続き、自主勉強会「くずし字を読む会」において、古典文学作品を原文で読むため
の力を涵養するために必要な、くずし字の解読をおこなった。
・新入生研修（4/26・於　薬師寺）、２年生学外研修（10/30・於　知恩寺）、３年生学外研修
（12/11・於　萬福寺）において学生を引率した。

・読本研究の会　編集委員長（2022年６月～）
・日本文学協会　委員（2022年12月～）
・奈良女子大学　非常勤講師（2021～22年度）
・生駒市史編纂委員（2022年～）

関西大学大学院文学研究科博士課程後期課程

博士（文学）関西大学

日本近世文学

最終学歴

　【研究上の特記事項】

・科学研究費補助金　基盤研究（Ｃ）「最盛期読本の総合的研究」研究分担者（2020～23年度）
・科学研究費補助金　基盤研究（Ｃ）「小石家書簡にみる近世後期文人ネットワークの総合的研
究」研究分担者（2017～23年度）
・科学研究費補助金　若手研究「曲亭馬琴の読本・合巻における演劇利用の研究」研究代表者
（2018～23年度）

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

・入試委員（2021年度～）
・狂言研究会顧問
・卓球部顧問

大学院博士後期課程
担当科目

なし

通信教育部担当科目 なし



単著

単著

単独

単独

単著

②近世大坂の名所観―「名所
図会」における古典文学の世界

①くずし字でよむ義経伝説

①書評　三宅宏幸著『馬琴研究
―読本の生成と周縁―』

（その他）

（学会発表）

①『安達原秋二色樹』翻刻

②京伝・馬琴・一九と『糸桜本町
育』

三宅氏の著書についての書評。pp.70-
71。招待有。

読本『義経勲功図会』を用いて、くずし
字を解読する。

近世大坂の名所図会を通して、古典文
学と名所の関係を探る。

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

2023年2月

2023年2月

馬琴合巻『安達原秋二色樹』の翻刻紹
介。Pp184-169。査読無。

読本・合巻における『糸桜本町育』の利
用実態を論じる。pp190-174。査読有。

『奈良大学紀要』51号

『奈良大学大学院研究
紀要』28号

『日本文学』72巻1号2023年1月

京都府立京都学・歴彩
館講座

阿倍野で学ぶ月曜講
座

2022年12月

2022年9月


